
新しい年、２０２５年（令和７年）を迎えまし

た。保護者、地域の皆様には、ご家族ともに健や

かな新年を迎えられたこととお喜び申し上げま

す。また、昨年は、様々な教育活動にご支援ご協

力をいただき誠にありがとうございました。おか

げ様で、学校行事を始め、様々な教育活動を予定

通り実施することができ、生徒達も健やかに成長

することができました。新年を迎え教職員一同、

心を新たにして生徒達のために指導にあたって

参ります。 

【新 1年生 入学説明会】 

12 月 12 日(木)の午後に、令和７年度新入生と

なる現小学校６年生とその保護者を対象に入学

説明会を実施しました。次年度入学予定の小学６

年生とその保護者の方々に集まっていただきま

した。説明会では、学校長からのあいさつ、教頭

から中学校教育の概要について、生徒指導主事か

ら中学校での生活について、現生徒会役員の生徒

から行事や部活動についての説明や紹介があり

ました。いずれの話も、熱心に聞いていただきま

した。６年生の児童たちにとっては、中学校の部

活動について、特に関心が高く、生徒会による部

活動紹介動画を熱心に見ていました。 

 後半は、６年生の児童たちは生徒会役員の先輩

たちに連れられて校舎内を巡り、授業の様子を見

学しました。出発するときの子供たちの表情には

わくわくした気持ちが表れていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次年度生徒会役員決定しました】 

12 月 19 日（木）、令和７年度の生徒会長・副

会長を選出する生徒会選挙を実施しました。それ

まで立候補者は、選挙に向けの演説動画を撮影し

たり、毎朝昇降口に立って選挙活動を行ってきま

した。選挙前に、パネルディスカッションを実施

し、現生徒会長と副会長が考えたテーマに沿っ

て、南犬飼中がより良くなることを目指したディ

スカッションが実施できました。今年度も自分の

主張だけでなく、他の立候補者に質問をしたり、

提案を付け加えたりなど、今まで以上にディスカ

ッションという要素を深めた内容となりました。 

成人年齢が１８歳になったことで、中学生にと

っても選挙がより身近に感じられるものとなり

ました。生徒会選挙を通して選挙の意味や価値を

理解することも大切な学びです。パネルディスカ

ッション後の選挙では一人一人が１票の価値を

認識し、責任をもって投票しました。立候補した

皆さんが、本校の課題と向き合い、様々な提案を

するなど、実に立派な選挙活動でした。その想い

を大切に、これからの南犬飼中をより魅力的な学

校に創り上げていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈次年度生徒会役員〉 

・会長 ：２年 赤羽根心夏 

・副会長：２年 石川 絆生 １年 山口陽向汰 

・書記 ：２年 林 優衣  ２年 塚越 春樹 

１年 中川 紗来 

・会計 ：２年 前原 一斗 ２年 川村友莉香 

１年 遠藤 優陽 

 
【壬生町役場に表敬訪問】 

 12 月 26 日（木）、第 74 回「社会を明るくする

運動」作文コンテストで見事、優秀賞（栃木県保

護司会連合会会長賞）に輝いた本校 1 年生表彰者

が、壬生町役場に表敬訪問し、壬生町長からご祝

辞をいただきました。 

 

 

南犬飼中だより  

第 9 号 令和 7 年 1 月 27 日 校長 安武 裕一 

建学の精神「向い原魂」 

 □物事をまじめに根気よく続けよ 

 □自発的実践活動を続けよ 

校舎内を見学する新 1 年生 
パネルディスカッションの様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 3学期スタート】 

いよいよ 3 学期が始まりました。「1 年の計は

元旦にあり」と言いますから、本校生徒の皆さん

は、1 年の目標を見据え、その実現に向けて努力

しようと、決意を新たにしていることと思いま

す。また、学校も 1年間の総まとめの時期を迎え

ました。1、2年生は学年として、3年生は中学校

生活の総決算をするわけです。一人一人の願いや

希望の達成はもちろんですが、学校全体としても

「充実した 1年を終えることができた」と胸を張

って言えるよう、3 学期も共に努力していきたい

と思います。  

また、3 学期始業式では、アメリカの第３５代

大統領が就任演説で、訴えた有名な言葉「Ask not 

what your country can do for you; ask what 

you can do for your country」「国があなたの

ために何ができるかではなく、あなたが国のため

に何ができるかを問うてほしい」という言葉を引

き合いに出し、自分自身の役割を考えて行動する

ことの大切さを話しました。生徒の皆さんには、

是非、クラスの仲間、学年の仲間、先生方、家族、

地域の皆様への「感謝の気持ちを忘れず、自分に

何ができるかを考えて、行動する」ことを意識し

て、悔いのない充実した 3学期を送ってほしいと

思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南犬飼中 HP 1000万回閲覧】 
本校の HP（ホームページ）が、おかげさまで

1000 万回の閲覧を記録しました。HP には、学校

生活・ブログ、学校だより、お知らせ、各種だよ

り、部活動、リーディング DX、学校概要、学校評

価等たくさんのジャンルで構成されております。

本校のビジョン「夢や希望を持てる教育活動を通

じて、生徒や保護者、地域の皆様、教職員の幸せ

な時間づくりを応援します」をモットーに、これ

からも地域とともにある学校づくりに努めて参

りますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「授業で見つけた大切な価値」 
12 月 9 日（月）6 校時、3 年 2 組で道徳の

授業を参観しました。「コタンの高橋医師」

という資料を活用しての授業でした。大正か

ら昭和にかけて、北海道で献身的な医療活動

を続けた高橋房次さん（栃木県間々田出身）

についての内容です。病気だけでなく、差別

や偏見によって傷付けられていたアイヌの

人々をはじめてとして、誰に対しても公平に

接した方の生き方についての内容でした。よ

りよい社会の実現のために、正しいと信ずる

ことを積極的に実践する姿勢や、あらゆる差

別や偏見をなくすよう努力することの大切さ

を学ぶことができた素晴らしい授業でした。 

私がこの授業を参観して何より感心したの

は、最後の発問「差別や偏見によって困って

いる人に対して自分ができたこと、あるいは

できなかったことはどんなことか」の場面で

す。障害をもつ弟の事例を、涙を見せながら、

差別や偏見はいけないことを堂々と発表した

生徒がいました。正しいことを堂々と発表し

た生徒、また、それをしっかり受け入れる生

徒。道徳の授業の目的以上に高い価値を共有

した瞬間でした。 

始業式の前の楽しい発声練習 

【2月の予定】 
◆2月 4日(火)  専門委員会 

◆2月 5日(水)  Long昼休み 

◆2月 6日(木)  特色選抜入試 

◆2月 10日(月) ボランティア推進会議 

         学校運営協議会 

◆2月 12,13日  1・2年学年末テスト 

◆2月 13日(水) 特色選抜内定発表 

◆2月 17日(月) PTA 本部役員会 

◆2月 19日(水) 表彰朝会 

◆2月 26日(水) Long昼休み 

◆2月 28日(金) 3年生を送る会 

 
校長室より 


